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ＮＰＯ法人　留学生と語り合う会（RKK）RelationshipandKindnessaretheKingsofPeace

　新年度を迎えるに当たって

　　　For the New Fisca1Year

　　NPO法人RKK理事長深水智明

Tomoaki Fukami, ChairmanofRKK（NPO）

　留学生とのこの1年間の交流はいかがでしたでしょう

か？楽しさ､嬉しさもあり、また､面倒なことも多かっ

たと推察しますが､会員の皆様にとっても留学生にとっ

ても差し引き､楽しさの方が多いという増益の収支決算

を期待しております。

　ＲＫＫの思いは、流行言葉ではありませんが､留学

生フフーストであると同時に会員と留学生とが共にある

ことではないでしょうか。

　新年度においても､活動を見つめ直し､少しずつでも

内容のしペルアップを図り､また､遭境変化に対応し、

留学生のニーズに応じた支援を続けたいものです｡そ

のために､定常的には議論ができないので､新年度を

迎えるに当たり理事間でＲＫＫの運営について、当面

の重要課題や中長期的な見地からの議論を行いまし

た｡そこで課題の共通認識を得ると共に活動に有益な

提起もなされました｡これらの提案等については､全体

および各々の活動で､その実状に合わせて､逐次､具

体化されることを麗っております。

　さらに､来年のRKK創立20年を長年に亘る活動の

マイルストーンとし､今後のＲＫＫ活動の新たな展開の

契機にするために記念事業を提案しました｡一年をか

けて､具体化のための準備を進めたいと考えておりま

す｡新年度も皆様が安全に､楽しい活動をされることを

翻っております。

　　　　　　　お知

●RKK通鴬総会および懇話会●

　開催日:5月５日(金､祝日)
場
時
所:かながわ県民センター(R3{}1)

間:総会(13:00～14:00)

　懇話会(14:15-･16:00)

　　テーマ「ボランティアと私｣

ヤ

　Howwastheexchangewithintemationalstudentsforthepast

year? l suppose that you had fun,joy, but a lot of dj消cultyas

wel].However,when l ]ook at the balance sheet，lhope稲n is

increasinginpro�for both members and intemational students，

l would say RKK wants to be，in today's words，“intemationa]

students nrst"，and itis also desired that members and students

exist togcthcr，

　ln thisnscal year, wc would likc to rcvicw our activiticsand

raiscthclcvclofthcircontcntslittlcbylittlc，and also continuc

to support students in nced while dealing with changes in

environment.Since we cannot have regular discussions，we

djscussedmanagementofRKKonthisoccasionamongdirectors

斤omurgenttaskstomid-andlong-termperspectives.weshared

common issues and helpful suggestions for oul activities，and

what l hope is that these suggestions will be embodied one by

one depending on the situationofwhole or each activity･

　IXloreover，we have regarded the 20 years of RKK's

柘unding next year as a mllestone of long time

activities，and proposed a memorial project in order

to be an opportunity to develop new activities， XVe

would hke to advancepreparations to put the project

into shape in a year. l hope that you will work safely

and happily for this fiscal year｡

　　　　　　　　　　　　　　　【Trans】atedbyAzusaSugi㈲
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STAR FESTIVAL atHIRATSUKA ●
Date:Saturday,July8th
Meeting Time ＆Place:

12:15 at Hiratsuka Citizens Activity Center

For details: scan this code.



皿じ　顧問からのだより　:皿
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　　　｢まっそくとうしょ　おも　で
RKK発足当初の思い出

　　こもん
RKK顧問

よしざわたつお

古潭達雄

　　　　　かいいん　みな　　かんぱ　　そしき　ｋんかっ
れます。会員の皆さんの頑張りと組織の円滑な

cQmmunlcatlon　　　　　ほうふ　じんせいけいげん
コミュニケーションにより皆さんの豊富な人生経験が

いかん　はつき　　けっか　おも
遺憾なく発揮された結果だと思います。

　　むかしわたしにほんごかっこうやかんこうしゆうさんかきゆうじっ
その昔、私は日本語学校の夜間講習に参加、休日に

　ちゆうなんぺいにっけいきんろうしや　しよくば　　　　　おし
は中南米の日系勤労者に｢職場での日本語｣を教えて

生との交流も深まり、留学生の支援組織を作るという熱意　｜

が具体化してRKKが誕生しました｡発足後は､大学佃との　｜

折衝や各種イベントの開催等むずかしい問題がありました　１

　　　　　　　　　　　　やまだ　　ただl･　iんにょ　Ll‘5が、留学生センターの山田先生に多大のご援助とご指導　！

　　　　　　　　　　15きょ弓こ弓●laだいi14　こくきいをいただきました。東京工業大学での国際イベントには、！

ひ島りかたなlif、わfgL1こｌ、ｌｕｌ　　　ふくが4もll　かんLs　l平塚七夕の和太鼓ゲループも参加、副学長から感謝の

こ1 li　　　　こ1わす　　　　　　　　わかひ1た魅　｜言葉をいただいた事は忘れることができません｡若い人達

　　なに　畠t｡i　こ1　1まC　きい　　　　　　健LQ5唖まい　｜が、何か新しい事を始める際には、その事の正当性･

Lょa&いａと一　　　　　　　　　9りよう　　e!lga41将来の見通しが､しっかりしていることが必要ですが､実力　：

人間関係が大切な由縁です。民間大使として自国は勿1

日本のためにも、RKKから得たものが大きな力となる、

う､人類の平和と発展に尽くされんことを熱望いたします。　　Lよ弓かL･　　　どaこ弓　　　　き心か　仙心1≒ん弔く　　～にご紹介いただき、同校の留学生も参加、2年間で約　っ.

　　　　　　　　　　　SよiL i雀　　　　　か心300人のボランティア教師が生れました。この間、留学

　　　　　　　しょうかい

吉潭氏の紹介

　吉海顧問は１９９８年に開催された「日本語

教室」（戸塚）の先生で、「日本語教授法」、「外国人

¦●II　11いごなど　畠L　　　　　　　いま
マンと敬語｣等をお教えいただきました。今

覚えておりますが、この「日本語教室」の

吉潭先生から「皆さんは熱心に日本語を

勉強されました。その成果を留学生に教えること

に活かしてはいかがでし

始まったのです。そして、

９９年４月１１日にＲＫ
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ＲＫＫが５３人で発足しました。吉潭顧問はまさに

ＲＫＫの創立者です。そして来年ＲＫＫは創立20年

目を迎えます。
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(深水記)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
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　　　　ホームベーダをお訪ねください

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは随時更新しており、｢会員のひろば｣も開設致しました。
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　「会員のひろぱ」を通じて留学生に対する支援、交流体験の他、コンサート、映画、絵画など

趣味の情報交換にも利用できます。

　掲載希望の会員はメッセージをRKK広報委員会スタッフにお知らせください。

　投稿先アドレス:sugita1526@ybb.ne.jp

　掲載ホームページ:http//rkk.world.･oo･an.jp/　または、巨石瓦iこiaで検索

ホームページヘのアクセスには、右コードをスキャンして下さい。

広報委員会では会員の皆様からの寄稿をお待ちしております。 広報委員会

－

・

－

－

・

－

－

・

－



皿:　留学生のたより　:皿

Ｓ

?唯　　　　　　今まで頑張ったのは

ぐ

　私は2016年10月、横浜

ご4 iJつSL･lsd liんき●lilL1　　にIIん
国立大学の研究生として日本

に来ました。もう、半年になり

ました。わからないことがまだ

たくさんあるからこそ面白いと

迦も

思います。

　日本に来たぱかりのとき

　　　　　　かんたんかいわ　　Lょ●啼ろ¦･･･¦は、日本語で簡単な会話だけ､初級レベルでした｡しか

し、いまは、大学院で、日本語で授業を受けるほど日

本語ができるようになりました｡そして､バイト先も見つ

けました｡これは､先生と先輩のおかげだと思います。

　大学時代から日本で儀いてみたいと､夢見てきまし

た。

　　　　　　　　お弓ぎよくきよa　ちぬ5ご（　よこ¦ま墟ごOjつfS1､II4
　　　　　　　　王玉嬌（中国）横浜国立大学

　とく　lzllλ　1d●ill（ちilせ1･い1･9こ4　　　　ij●iiq
　特に日本での留学中、世界各国から来ている留学

ｾﾞLI　L　島　1も　　　　　　1･ぷ＆か　ふ　まな
生と知り合い、友だちになりました｡異文化に触れて学

　　　　IS（　　lf･勉　か･iり!　　　　　まzす
ぷことも多くあり、現地の方々にはいろいろと肋けても

　　　　　lfん唐　　　　　　　　　¦●g●lul
らったり、元気づけられました。日本語のレベルアップ

などの研修を行いました。しっかりと指導していただい

　　　　　　　　　　ILん　も　　き●4きま廿9たい
たので､現地には自信を待･ｺてお客様を接待すること

　　　　　　　　やす　1dよI　　　　Laかいぷんi･たL･
ができました。休みを利用して日本の社会と文化を体

験することが私にとってはすごくいい経験でした。

　私は心から日本と中国の友好を、そして、世界の

国４がもっと仲良くなることを祈･ｺています。世界と

ａ・ｉｌ　は9てん　　　11んぱ

アジアの発屋のために頑張りたいと思っています。

　　　　　　　　　　　　　　　一il
　ぜひ､先生たちによろＬくおーいいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔原文のまま〕

皿:就活情報支援委員（皿

　　いまM2ですか、B4ですか、就職の話がでませんか？

一就活支援情報メールの配信希望登録を受け付けていますー

　新学期が始まって新しい留学生への支援や、新学年

での新しい話題での語り合いが始まっているのではな

いでしょうか｡このRKKニュースがお手元に届く頃は、

日本で就職を希望している留学生にとっては大変重要

な時期になっています。特にM2（大学院修士２年生）

とB4（学部４年生）にとっては山場の時節と言えるで

しょう。秋入学の現M2生、現B4生も全＜同じ状況に

あります。

　留学生から「就活中です」や、「日本で就職しようか

どうしようか迷っています…」や、「自分は何に向いて

いるのか分からなくなってしまった…」や、「業種って

どうなっているのでしょう？」や、更には「ダメなら

帰国しようと思っていますがどうでしょうか…」など

の声があったりしないでしょうか。

　会員自身もまた「就職して働いた経験がないので話

　　　　　　　　　　（就活情報支援委員会岩瀬幡男）

が分からない･･･」、「昔の就活は知っているが、最近の

就活についてはIV､新聞からの情報しか知らないので

不安だ…」などの悩みを持っておられるかもしれませ

ん。

　このような悩みを持っておられる会員に対Ｌて委

員会では就活支撞情報メールを配佃して、留学生との

交流の際のお手伝いをいたします（RKKニュース66号

p.7参照）。配傷をご希望の方は、次のアドレスに題名

　「RKK就活支援情報メール配信希望」として、お名前、

送付アドレスを明記のうえ串Ｌ込みをお厘いいたしま

す。登録後は、継峻して随時（概ね月２回）情報をお

届けいたします。就活に関係なく会員の方はどなたで

も申し込めます。

　登録申し込みアドレス:

　　　　　rkkshukstsu@yahoo.cQ.jp



皿:ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動だより［中国語学習ｸﾞﾙｰﾌﾟ］

　　　　死面學蜃銘ｉさんの麺い函

４６省拓ジ擢ａｋ届･嗣海運｡届･。

　　　　11ss　　　il　　　　　　　iq･よろ　｢RKKニュースN0.65｣に当グループ研修旅行の概要は

けいき1･　　　　　　き●1tぜん　Ｉｌｈ●ｉ・｜●ぺんこ9L咄£掲載されています。あの時、突然のスケジュール変更(上

海で乗り換える飛行便の欠航)に直面しました。日本から

の添乗員はいない｡先の見えない･落ち着けない時間が生

じました｡その時、｢ここは上海？あっ！封さんが･･｣と帰

　　　　　　SL叱･9屯1よこli嘘こくだいIL･かa･んLJ●ろが(せい国して上海在住の元横浜国大大学院留学生一封震さんが

脳裏に淳かぴました。無謀にもメールしたのは6月24日

深夜のことでした。[以下交信メール13通､一朗ま封さんの

メールで原文のまま、カッコ内は当時の状況と心情。

ｔｓｕｒｌＺりtL･かんけい　　　　ａ　つ　C i･&　　しlfゐツアーの日程の関係で､上海では乗り継ぎ時間のみ｡事前

に中国旅行の連絡はしていない。突然のメールで､封さん

ご夫妻の驚きは?]

　　22:22状況を記Ｌたメールを送信ＬまＬた。〔中国な

　　ので文字化けを心配しましたが､〕

　　ｇ･ｇ蘆膚差油7?fj･？ず‘ぐ行きま貳がー屏f政ｉ

　　て'ぐだきZ I｡ (空港内の様子が分からず､戸惑うj

　　jj.･/j鳶�一々な斌/貳ｵjむr791り1.ターミナル

　　がｙｒずj･｡即右丿娠－即席泌､54のが泌りまずj･ﾀ

　　今�φ｡�-まで泌､をj∂S｀－てs貳(23:24ホテル

　　ヘ移動開始指示あり｡空港内の案内看板を探す。

　　周囲の人に尋ねる。｢電報通路｣の文字を見つける

　　　のみ｡不安(ま募る｡)

で皿

　'=偏

　鉛li俘
　　S.･狐寿右忿めか薯所差ざ‘ご/ご£｡まず7jl?あとy∂

　　刄＆で5擢瀞できまず1.(送迎バスに乗り込む｡狼狽)

　　Ｓ．･Ｓぞろぞろj－-ｒ?｡＆£7一考､右邑/まfjl？

　　(23:44ホ予ル行のバスが出る｡擦れ違う｡不安ぱか

　　り)

　　Ｓ．･ｇ考慮£1をが2';冷デル/ご抒きま貳｡(ホテル

　　名が分からない｡尋ねる。｢こうき｣漢字を聞く｡〕

　　　　!弓気●d　弓¦啼りlfSI≒　Aeお1day　l.li　憲　政か雌ホテルに至¦¦着し、受付近くで部屋翻¦等の指示を待つ中、名

前を呼ぱれて振り返ると、そこには李さん(封さんの奥様)

の笑顔が目に入りました｡封さんご央妻はご自宅から空港

まで一時間、そして、更にホテルまで来てくれました。外に

出ると封さんが！　ハグしたと思う。最高でした。感激でし

た｡感謝です！

　今年になってのメールに｢昨年の再会は我らにとって､ま

さに幸せの一時でした。｣とありました。私も全く同じでし

た。これからは、康球の

ぜんこ(･いかい　Sんliんぬ　tい9
全国大会で三番目の成頴

　･自　てんLょら(ん
を収めた天翔君(封さんご

夫妻のお子さん)の応援を

と、考えています。

●．゜･･●．･．ｊ･．希.....●....‥夕･.゜･‘●.･.j･.●.....・.･.....4.゜･･●.･.j自.●...i●･.....夕･

- ・ 一 - ・ - - ・ -

　　　　　　　　ご案内

　　　　　JASSO(硝晦笙逼一)ﾎごﾑﾍﾟご分

拓紅た笛辰､窮ｈとっｰ｡よ冦な面ｋな　留学生支援遥遥痢祠とｚご罰ねがいます。

iぶ当昌ば認昌　IJ°ｸﾞ一一“圃
一

―

たきいCよ弓棺9 lzJIんご・いごli･Lん多彩な情報を日本語と英語で発信しております。
忌髪i雀答より

＼



‐麗麗:グループ活動だより［日本語支援ｸﾞﾙｰﾌﾟﾄﾞl皿

わたし　にほんごがくしゆうしえん
私の日本語学習支援

こじん　こ　　そしきてき　しえん
個人を越えた組織的な支援で

　RKKに参加Ｌ､早いもので6年が経ちました｡６年の

あいfz･　Kりrl ・ Uy･¦､ufに名４だいれ£ぷ1･£間に､キル¥ス､ウィグル自治区､大達､武漣と4人の

り紬lか《曼LI　こlりslき1･いい･s留学生との交流の機会を頂いています｡４人それぞれ

　にllんご　L●lし●{ε‘　　　　らいに色もlt●ご1　　かきに日本語の習熟度はもちろん､来日目的も異なり、限ら

れた交流時間の中で自分がどう貢献できるのか考えさ

せられてきまＬた。

　最近特に顕著な傾向として､留学生も日本語を習得

　　　　　　　　　　　SL･114がｌい　３する､あるいは日本の大学で学位を得るだけでなく、日

　きぎla　L●ILよ4きlil　　か!。＆　　　　　励も本企業への就職を希望される方が増えているように思

　　　　　　　　1屯な　わたLいます｡それに伴い、私の交流も日本語学習支援から

普
　　　　　　　　　　　　　　　　　6がL尨4「lり　たかこ　　　　　　　　　　　　　　　　　東地区堀孝子

・一¶p Slh･･¶　かかたぬん吋り　LQS･うと弓漑んL●うエントリーシーﾄの書き方､面接での質疑応答練習、

L●5Lよ4かつど弓　・dliclliiZ Dろ就職活動へのアドバイスと幅が広がっています｡ただ、

私白身の経験則だけでは心もとないところもあります。

どうしたものかと考えていたところ､思いついたのが

RKKの会員には社会で切磋琢磨されてこられた諸先輩

が多４おられるではないか？ということです。

　　　　　たかいいんかた壱弓だん　1J●弓ltく健い
　RKKの他会員の方に相談し､留学生へのアドバイス

等支援を頂きまLた｡結果､留学生の満足度も上がっ

た様に思います｡今後も個人を超えた組織的な支撞

で､留学生の皆さんに貢献が出来れぱと願っています。

★●★●★●★●★●★●★●★●★

フェリス女学院大学留学生体験報告会に参加

にほんじん　とも　　　こころあたた　こうりゆうこころ　のこ日本人の友だちとの心温まる交流を心に残して

　孝
代‘

　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北地区松井直子
　　　宕蓋い。韻さを樋cまa｡そ1･ぷよgも留学生。２薯

１　　‾‾‾‾‾‾　　　フヨ

　ー　　　　　　　　　　　　　　　　－

｡。　　　　　　　　　一一一一一一]iLｪ-1

i皿　　　凧　　　－　ぽ１

　　　　　　　　　　　　　　　／

　1月24日(火)フェリス女学院大学において､２月に帰国

する8人の留学生の体験報告会が行われました｡様々な

困難を乗り越え､無事に修了した留学生の語る体験の報

告は、心に響くものがありました｡また､それに圈わった

ｌｕｔｌＦ　かま､がを　ここ　ようli5かんL&　そ　Ｌ皇んチューターの方４の､個々の要望、関心に沿った支援に。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－5

心に残った事は日本人の友だちとの心温まる交流で､こ

　　だいがくかいがいこうり啼lかかたhttp://www.咆a

れは大学海外交流課の方４の、ご尽力の賜物と報告会を

通して感じるものが多4zありました。私は今回初めて

インドネシアの女性を担当しました｡とても意欲的で､N2
に合格したいという彼女の希望を叶えるために、週２回通

った事もありました｡とても充実した期間でした｡彼女は

けいltんMLJslls　Lよ4巴萱いlf･ん　　　　　　曹Ｌ

敬虔なムスリムで､食事は制限がありましたが､お寿司が
大好物である事は外出の申で知りまLた｡でも日本には

　いぬ　　　liLょす4　がいL●りきき　ふ巴ゆ５

お祈りをする場所が少なく､外出先では不白由をかけてし

まったように思います｡4月にはIO人の留学生を迎える

予定だそうです｡新たな出会いがありますように、心から
願･ｺております。



皿lｸﾞﾙｰﾌﾟ活動だより[文化･ﾌｧﾐﾘｰ交流ｸﾞﾙｰﾌﾟ:(皿

　　　　はなみかい
　　お花見会

二和｀滝壷鴫慾ヽ゛循前前(哭前前)゛

恒例のお花見会が開催されました。
U昿謬鸚誠次認

　を得､盛大に行われまLた。
ﾊﾟ器忿慧詣留山::1

1　る1:l‘2UIX1
､おi1など｡お謳がいっぱい

　　　　　　　　　文化･ファミリー交流Ｇ油屋英生

になった後､みんなで桜の歌を歌い巻の一日を楽しく過

ごしました。

らいねんきLtl･L≒さ4らまんかLtきねん　さ£かい来年の再会と桜の満開を祈念して散会しました。

七　　l

　　　Sayeda SaikaBinteAlam（Bangladesh）
　一一　”ゝ　The word ohanami　is the

　　・･.轟
l
meaning　of “Cherry　Blossom

　　　　＿　　l viewing” that gives a sense of

　　　　　　　　i enormous beauty， pleasant and

6

peaceto all Japanese people.

　一　　　Ｆ　Even，　nowadays，　many

foreigncrs,also shows theirinterest in ohanami and the

festivalrclated with it.ln Japan， Sakura（cherTy flower）

is not only a nowcr rathcr it has an intcgral part of

pcrforming art,culturc,fcstival and so on.

　0hanami is the Japanese concept of cherly blossoms

in Haiku. The word Haiku is a search for the beauty，

falling,purityandspiritofchenyblossoms.

　Sakura,thecherTynowerisnotthenationalnowerin

Japan; however， it becomes the nower of mind and

mental peace. ln history, it has been told that Japanese

peoplestartedriceeatingin1900yearsago,whichthey

adapted fiom outside in the Yayoi perlod.

.－よろしくお願い致します‥一一

｜

心i

Yokohama National university

　Ancient ruraI Japan was accustomed to magical beliefS

of spirit that had been gradually mixing with their

religious.Long years ago some old Japanese saw the

same spiritin rice flower and Sakura flower，and fiom

then Sakurasteps in J叩aneseagriculture consideration.

Many old Japanesebelieve that the gods who lived in

Sakura trees came down to the rice garden fyom the

mountains to give the rjchest rice harvest｡

　Messcngcrs of spring and farcwcll of cold winter.

lntcrcstingly，Japancsc children usually start clementary

school dufing spring 皿d chi1＆en know that they wi11

starttheirschoolwhenSakuTablooms.The steady stream

of graduations and other partings of也e ways， followed

by entrance ceremonies for schools and companies， are

all accompanied by the gentle tumbling ofpetals. lthas

cementedthetraditi(malroleofthesenowersasasymbol

ofimpernlanence.

- ・ -

　肋会　のみなさまへ：ご支　ありがとうございます。

　　眉亜萍､小久保佐恵子､杉田あずさ､鈴木輝夫､服部牧子

　　佐々木紀長､山本友紀枝深田昌子(敬称略)

新入正会員のみなさまへ：よろしくお願いします！

　岩村綾(藤沢市)､馬戦瞳〔神奈jll区〕､竹田孝子(神奈jll区)(敬称略)
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皿:ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動だより［社会･ｴ観学ｸﾞﾄﾌﾟﾄﾞ皿
｜‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

｜

ｗｗ－＝１

　　　　１

　　　　　　　　　　’っ　だヽ　かいしやかいこうしようけんかくかい
2o17年３月23日巍巍奮62回社会･エ場見学会

　　　①味の素　　②かわさきエコ暮らし未来館

一 ･ 一 一 ･ 一 ･

㎜ ■ ㎜ Ｉ
- 一 一

唇

/●

に｢まん　ぎじゆつりょく　すぱ日本の技術力は素晴らしい

今回の工場見学の中で、日本の

技術力がすごいと思いました。

また見学機会があれば､ぜひ行き

たいなあという気持ちをもって期待

ｌ　　　●皿しています。

１　　　　　　　●･ょうこlcょう吋･がl健りち　もくて備

ｉ　　しかしヽそもそも企業がﾆ1ﾆ場見学を設置する目的はなん

ｉ　だろうかヽ民間団体がエ場見学にどんな効果を望むのか

｜　って出発した前自分がいろいろ考えてきまＬた｡こういう

｜　疑問を持ちながら､見学に行きました。

｜　　―つ目の見学は味の素の川崎工場です｡シアターで日

｜　本人の食の歩みを360度の大迫カスクリーンで体感した

｜　ことを通じて国民の健康と食生活の栄養が大本にされる

！　のが分ってきました。それ¦=、ほんだしの生産過程も近

　　　●a ‘i　み　　　　　　lfん●●う　こll･　にi･1てき嗇かL･
！　距離で見ることができたし、研究や高度の自動的機械が

！　生活の豊かさを実現できたと感心しました｡豊富な商品が

｜　゛　　　　　　　１１０１
　　　並んでいるアジバンダのショップで味の素の工場見学が

ｌ　ｌ ｌ ｌ ｌ むか

　　　ゴールを迎えました。

｜　　ご＝　　　･･al･s（　　みiL･か&　かんきよう

　　　　午後見学したエコ暮らし未来館は、環境についての

｜　たいlt･が赴　4ん磨ょうL僣・　　あんないL●をL･ようごろ¦まつでん　ifi1J

　　　体験型環境勉強施設です。案内者に太陽光発電の原理

l　　if･Cよl　　　lL　　　　如9lfんLlf・　　　す4･

　　　や現状をいろいろ教えてもらって､有限な資漏のもとで優

｜　　　崔lsりlgよ弓　むlfん　・ｎ・ｆｌり　り（

ｉ　れた技術を利用して無限なエネルギーを作ってきているこ

ｉ　とこそが日本の技術力の素晴らしさではないかと思ってい

　　　　　　　　　　　　　ぷゐるい・ｓ・Ｗ･¦●　　かて11　み
｜　ます。それで､ゴミを分類Ｌリサイクルする過程を見たと

ｒ

－

・

－

・

－

－
－
－
－
一

｜

｜

｜

　　　　　　　　　　　　　　i5 Lょうよこはまこａつきい地･4ち●うごi　　l
　　　　　　　　　　　　　　王晶横浜国立大学（中国）　ｉ

　　き●ょうL●　　l　こ　　　ひろ　だ　　　かんど弓
き､作業者たちが混ぜ込んだゴミを拾い出すことに感動し　！

ました。そこまでやるのはどんな気持ちでしょうかと心の　！

なか1･ん11　　　　　　　　　　　　　　　　1
中で考えていました。

　11ごg　　　　　r歯　　　　　　　　　　　｜　母国がいつかこういう細かいところまでやれるか､きれ

　　そ&　　　　　　い　　　　　ね11　　　　　1いな空のためにチカラに入れるのか心から願っています。

11んiQまil･か　きもん　　　あき　　　　　　　　　｜見学前抱えた疑問もうようやく明らかになってきました｡そ

　　　すぐ　　　　い　　こiaん僧いかりかゐ自ょl　よ　　　｜

れは､優れた技術を生かし､国民の生活や瑶境に良い

1いきよう　　　いＬ唐　　　　　　　　　　　　　｜

影響をもたらす意撫じやないかなと思います｡これからも

　　　LりかLt j･か1Jかい　　　き墟ざま　　　　きをL.　　｜
日本社会を深く理解するため､様４なエ場見学を期待し　　ｉ

ています。

〔iii.笙ij晦柘μ夕｡ii〕

(原文のまま)

｜　　　　･Eii　ltんiqこ&かい　かL･･　　　　　　かL･ぜん　ｌｔ･Ｌ　　ＣＩ・・Ｉ ・ｉ・ｓ ｓ
･Ｌ､ａこali･f･1

・･sとして｢味の素｣の見学は今回で4回目になります。　改善の歴史、②クリーンエネル¥一である太陽光発電･　！

I　　　　L袖ifんljよろ　　　　　　　　　　　　　　L曽・　かtt･　　で　LlfんぷＱ ＩＩ・・・ｉ・ かみ 。4｡｡1
・｢ほんだし｣の主原料は｢かつおぷし｣ですが、　　　　　施設、③家庭から出る資源物(プラスチック、魁)の分別・　！
lltんか41ち･1　　　　　　･か　む1･L　　　　　　　　自●jS　　liんが４　　　　１１１１１１・゛｀゛゜゛Ｉ゛゛゛１　１

・見学の途中で｢かんな(釣)｣を使った昔ながらのrかつお　　作業などを見学しましたが､プラスチックや紙の中に包丁‘
｜　　lff　僣4い4をいlfん　　　　　こんかL･ ¦まC　　　　　きゐぞ4僣LI　　　　一　ふa　gり　　ふ４　　　　１　１

‘ぶし剛り｣を全員で体験しました｡これは今回が初めての　　や金難鮭のおもちやヽ雇き古した靴などが含まれていたりｉ

ｉ゛ﾆとでヽ見学の内容も次第に進化していることを実感しま　　して、参加者皆で分別の大切さを改めて実感しま゛=り　ｉ

ｉした。　　　　　　　　　　　　　　　　(山ロ記)　　　　　　　　　　　　　　｜

　　　　　　･el∃a･w4 aちい1･ん　　　　かliさきL　こ51sい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜ｉ｢かわさきエコ暮らし未来館｣では、①川崎市の公害と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　ｉ

- 一 一 一 一 一 一 - 一 一 - 一 一

- 一 一

－

・

－



皿Ejおもな活動(20訂/2～20訂/4(皿

芦T万FFT7T珊

　◇3/20午前､サポートセンターR711にて21人のスタ

　　ッフ参加のもと、2016年度第４回スタッフミーテ

　　ィングが行われ、活動グループ、地区交流会、委員

　　会それぞれからのC&C（報告・連絡そして相談）を

　　実施した。またディスカッションタイムは、「新年

　　度への抱負」をテーマに話し合った。

匝面面

◇東地区:3/12に留学生も含め８人の参加で、「川崎市

　民センター」にて地区交流会を実施。

◇西地区:1/25に15人の参加で「フレンズ戸塚」にて

　交流会を実施。

〈〉南地区:3/5に９人の参加で「中区民活動支援セリタ

　ー」にて交流会を実施。

◇北地区:3/11に12人が参加し「みなくる」にて交流

　会を実施。市民活動PR展示会に参加。

◇中央地区:2/5に「カナファン」にて交流会を実施。

◇湘南地区:3/4に７人が参加して「藤沢青少年会館」

　にて交流会を実施。

回五回

〈〉日本語支援Ｇ：恒例の日本語の教え方ブラッシュ

　アップ講習会は、先生の都合で中止。

〈〉文化・ファミリー交流G:4ﾉ2のこども自然公園

　桜山でのお花見会には67人が参加。

◇中国語学習Ｇ：３月から新たな期に入り、13人

　が受講。

〈〉社会･工場見学G:3/23味の素、かわさきエコ

　くらし未来館見学には25人が参加。

蘇両

◇会員委員会:3/20マッチング検討会を実施。

◇広報委員会:RKKニュース67号の編集。ホーム

　ページは適時更新。

◇就活情報支援委員会：３月に会員から支援情報

　メール配信希望者を募集。

◇企画委員会：助成事業の検討

◇会計委員会：月次精算･決算作業。事業計画立案。

◇事務室：理事会・スタッフミーティング・総会

　開催準備、会員委員会サポートj舌動。

皿:7ッチング情報:皿
過去７年間の推移

･2010年度から､2016年度までの日本語支援状況の推移を図示しました。

･人数等は､すべて砥数です。

STUDENT数･支援会員数･マッチング数の推称

‾‾̃̃亀軋__ 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

STUDENT数 56 74 98 135 141 178 197

支援会員数
39 50 53 66 78 86 93

マッチング数
32 50 63 75 60 105 96

平均支援人数の推移

　　　年度　　2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

平均支援人数　　1,44 1,48 1,85 2.05 1.81　2,07　2,12

･マッチング数は､9件ほど滅りました。

･その他の指数は過去最高を記録しました。

－８－

人数

220
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120
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会員委員会矢野純

平均支援人数

Z010　2011　2QL2　2013　2014　2015　2016

　　　　　　　　年度



皿）也区ｶヽらのたよ（皿

づJjjfj　　　　　　交流会後の酒席で更に交流を深める

　φ‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東地区鈴木隆

　現在の東地区会員数は20名です｡支援している留学

生の出身は中国が一番多いですが､他にはへ'ﾄﾅﾑ､ﾀｲ、

ｺﾛﾝﾋﾟｱ､韓国､ﾌﾗﾝｽなど多様な国の方がいます。

　東地区の活動としては年に3回の地区交流会などを開

いており、いつも武蔵小杉駅そぱのjll崎市民センターのフ

リースペースを拠点としています｡交流会では毎回IO人

前後の方が参加して､主に各自の今までの日本語支援内

容や国際交流した経験などの報告､相談などを活発に行

っています｡最近では交流会が終わった後に､お酒の入っ

た懇親会を行なって会員同志の交流を深めるのが恒例と

なっています｡やはり海外情勢や異文化に興味を持った

方が多く色４話がはずみ楽しい一時を過ごしています。

　　直近では3月１２日に交流会を行いましたが､今回

は非留学生会員の干泳さんに参加して頂きました。干泳

さんは2013年に御主人の日本赴任に伴い来日し､昨年

中国に帰られましたが、日本にいる間にNIを取得した他

に､ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ講師の資格を取得して現在は北京で

ﾌﾗﾜｰﾌﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄの教室を開いています｡今回は花屋に出

品のために東日された機会に参加して頂き､お花に関す

るお話を中心に交流を深めまLた｡東地区としては､これ

からは交流会の他に何かｲﾍﾞﾝﾄなどの企画も検討したい

と思っています。

　　　　｡･=1.｡｡?‾‥'‾　　･｡'、一一1S

右端が于泳さん

参.゛･･脊.･.y.參.....脊･･.･..jl.゛'ﾄﾋﾟ？今次ヽ゛'゛゜‘゛'゛'゛"孝'゛‘゛¨゛‥‘゛'

　　　　よこはまちくちゆうごくりゆうがくせいがくゆうかいしんねんかいさんかき
2017年横浜地区中国留学生学友会新年会参加記

　　　　　　　　　　　　　　　　　にぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　賑やかな中国学友会2017新年会

　横浜地区中国留学生学友会2017新年会に、深水

りじちょうおおた　　はた　　ともけいにんさんか理事長、大田さん、畑さんと共に計４人で参加してまいり

　　　　かいさいぴ　がつ　にち　かいかいし　ごご　じはんました。開催日は1月２３日で､会の開始が午後7時半か

　　　　おそ　　　　　　しんはい　　　　かいさいばＬょらとやや遅<、留学生の参加を心配しましたが、開催場所

Ｊ

　　　　　　　　　　　　湘南地区岩瀬暢男

生からRKKで楽しく勉強できていま

すとか、RKKフェスティバルの話題が出

ました。開催日は1月２３日で､会の開始が午後7時半か　　たりＬて嬉しくなる場面が多４ありまし　　、､。　、

らとやや遅く、留学生の参加を心配Lましたが､開催場所　　た。新しくRKKに興味を持ってくださっ　　　｡一一lj･

の横浜市技能文化会館（横浜市中区万代町）は交通の　　た留学生ともじっくり話したり､また､いろ　‥‥‥‥

便が良く、約140人もの参加者が次々と集まり大変賑　　いろな種類の日本語学校から参加され　　　徊

　　　1･L･lal　いり4ゐ　　　　　　　　　j.か一ん!､い　　　　　　　ｌｒｌｕｌ　!｡４さんこlり●ろ　　　･･･
やかな会場へと一変しまＬた学友会と交iのい団体ている留学生グループとも山交がで

圖

　　　　　　　L･9ilき　　　　　　　　　liな　　　　　啼5い１　　　　　　　　　　　･。。　　

｜

が23団体、３６人も出席されていて､新年会らしい華や　　きて､有意義な新年会でじtこ。　　　　　j｀･=･一一､･

かな雰囲気になりました。団体の中には最有力の就活

Ｌ支ん・il・　けん　Ｌｉん11いか4S4iい1ろ●よliaいかんけLりSいがg
支援サイトや県の支援外郭団体､東京都内関係大学など

留学生が今､交流のさなかにある機関が目立ちました。

こかい亀よl　　　　　cづ　　lzこ見&そろ　ｌｕ畠｜
朗会長のあいさつに綾いて二朗演奏、ヂュエットでの

かLょう名●aごくj:19 LんllんL･杓　ll･s・ltぞ･iていかい亀●9替ゐかい
歌l昌、中国舞踏、新年祝いプレゼント贈呈会、抽選会、

各種技賞式などが次４と催されました｡写真はRKKが

頂いた素晴らしいカレンダーです。

　今回は現在､既にRKKで活動Ｌている何人かの留学

－９一
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留李生の皆さんへ/For lntemational Students i

Let'sjoinone-to-oneJapanese language supportingpmgram by volunteers.　I

　　　・日常会話（DailyConversation）　･ビジネス会話〔BusinessConversation〕

　　　･卒論、レポーﾄの文書指導〔WritingJapaneseThesis＆Report〕

　　　･新聞／書籍等の読解（Reading Newspaper ＆Books）

　　　・日本語能力試験（JapaneseLanguage Pro6ciencyTest）

　　　･就職活動りob Hunting・Enlry shects/lntcrvicws）

EIUoy visitingplants/laboratoriesand participatingin various�tural exchanges.

Conlact: 津田（Tsuda）e-mail: sakuraJudakei＠ybb.neJp

Home Page : hllp://rkk､world.coocan.iD/

Scan thiscode fbrgettingapplicationfbrm
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　　　　　　　壷最善旗亭

　RKKの活動に興味をお持ちの方はホームベージをご覧ください。

入会申込書はホームページ｢入会案内｣からダウンロードできます。

詳しくは､HomcPagc(WcbSitc)『4両y函伺で検索をお願いします
¦l　　　　　　　a干しＭふヽnU【llc ragQvycU 311cﾉ｜INrりnrxりり1勇力t乙Ｑ胤以り’しa゛ツＱ　　　　　　　!!
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よこは寂寥ファンド

　横浜市には、ボランティア団体の支援を目的としだよこはま夢ファンドIIの

制度があることをご存知でしょうか。

　このファンドを通じてＲＫＫの留学生支援活動を支援して頂けます。

　ご協力をお願いします。

　税制上の優遇措置など詳細は「よこはま夢ファンド」で検索して

当該のホームページをご覧ください。（企画委員会）

　　　　　　　　　II9じん　り咄う11く世い　か赴　晶　かい
　　　　　　　NPO法人　留学生と語り合う会

れλ６４き自　　　　　　　　　　　　　　　　lalわら励aL達　絡　先:〒245－000a横浜市泉区弥生台9-1-12-407萩原　裁

Ｅ　メ　ー　ル:rkkl025ofTice如yahoo.co.ip　恥】＆Fax 045-813-8327

ホームページ:http:/yrkk.world.coocanJp/

Frjendshjp Associalion fbr lnlernalionaI Students and Japanese Volunleers

RKKニュース編集:RKK広報委員会春号担当杉田慶子April l8.2017
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